




  家具・ロッカーなどの転倒・落下により大けがをすることがあります。ま

た、避難や救助の障害にもなりますので、転倒防止対策を図りましょう。 

▨ L 字金具や固定バンドで家具やパソコンなどを固定する 

▨ 重いものはできるだけ下に置く 

▨ ガラスに飛散防止フィルムを貼る             など 

３日分程度の備蓄物資を用意しましょう。               

○家具類の転倒・落下・移動防止対策 

○非常持出品や備蓄物資を用意 

○連絡方法の確認 

  災害時は、電話回線が混雑し家族と連絡が取れなくなる場合も想定されます。事前に連絡方

法や集合場所などを決めておきましょう。 

▨ NTTの災害用伝言ダイヤル「１７１」を利用       
 ▨ 携帯電話事業会社による災害用伝言板を利用     
 

  建物の耐震性を確認しましょう。 
 

○耐震診断 

※千代田区では建築物の耐震診断費用の一部を助成しています。あらかじめご相談ください。 

▨ 災害用ブロードバンド伝言板「Ｗｅｂ１７１」を利用 

 

大 地 震 に 備 え て 
― 千代田区 ― 

▨ 貴重品（現金、通帳、印鑑、健康保険証等） 

▨ 非常食糧（水、缶詰、（乳幼児用に離乳食、粉ミルク、高齢者用に

レトルトのおかゆ 等）） 

▨ 携帯ラジオ 

▨ 懐中電灯 

▨ 医薬品（傷薬、、解熱剤、（持病のある方は）常備薬や処方箋 等） 

▨ その他（衣服、タオル、雨具、軍手、紙おむつ、生理用品 等） 

▨ 水（１人１日３ℓを目安に） 

▨ 非常食糧 （乾パン、缶詰、アルファ米 等） 

▨ 携帯トイレ 

▨ カセットコンロ（カセットボンベも忘れずに） 

▨ その他（寒暖対策用品（毛布、カイロ等）、ガムテープ、洗面用品、キッチン用ラップ 等） 

避難するときにすぐに持ち出せるよう非常持出品を用意しましょう。               

※非常持出品や備蓄物資は、食糧の賞味期限など定期的に点検をしましょう。 

非常持出品 

備蓄物資 

地震が起きる前に 



○あわてて避難・帰宅しない 

千代田区は、全域が地区内残留地区となっています。その

ため、地震発生後すぐに避難するのではなく建物の安全確認が

取れたら建物内にとどまってください。一斉に避難や帰宅な

どの移動行動を開始すると駅前や道路が大渋滞し、集団転倒

など二次災害が起こる可能性があります。また道路が混雑する

ことで緊急車両が通行できず大災害に繋がる可能性もありま

す。 

区内在住者で火災や建物の倒壊などで自宅にいることが困

難な場合は、指定された避難所に避難してください。 

 十分な情報がないまま移動を開始するのは大変危険です。デマ等に惑わされず、落ち着いてラジオや

テレビなどから正確な情報の把握に努めましょう。 

 特に在勤・在学の方がやむを得ず帰宅する場合は、十分な情報を得て、徒歩帰宅しても大丈夫である

と確認できた時に限り、十分な準備の上、帰宅経路を確認し、自分の体力を過信しないで余裕を持って

帰宅しましょう。 

地震発生 
 ▨ まずは身を守る 

 ▨ （建物の中にいるときは）あわてて外に飛び出

さない 

 ▨ （建物の外にいるときは）丈夫な建物の中へ 

 ▨ （余裕があれば）出口の確保 

地震がおさまったら 
 ▨ 家族、従業員、お客さまの安全確認 

 ▨ 火元を確認 

 ▨ テレビ、ラジオなどで正しい情報を入手 

 ▨ （建物の安全が確認できたら）建物内にとどまる 

 ▨ 隣近所で声をかけあう 

 ▨ （外出時は）駅周辺には行かない 

 ▨ 水、食糧は蓄えているものを活用する 

◆建物内にとどまる 

◆正確な情報の収集 

H24.9作成 

千代田区 環境安全部 防災・危機管理課 

 

千代田区九段南１丁目２番１号 

℡０３－３２６４－２１１１（代） 

○安全・安心メールの配信 

 災害時は正確な情報の収集が重要です。 

 区では、防災無線の放送内容・災害情報・不審者等の子どもの安全に関する情報等をあらかじ

め登録した携帯電話等に配信しています。 

 携帯電話やパソコンから次のアドレスに空メールを送信してください。登録メールが

届きますので、そちらにしたがって登録手続きを行ってください。 

p-anzen@bousai.city.chiyoda.lg.jp  

 ※登録操作をする前に迷惑ﾒｰﾙの設定をしている方は、@bousai.city.chiyoda.lg.jp

からのﾒｰﾙを受信できるよう設定変更してください。 

○登録方法 

地震が起こったら 







平成２４年度区民集会

東京の震災を考える
－そのとき千代田は？わがまちは？－

２０１２年１０月２２日

なかばやし いつき

中林一樹
明治大学 政治経済学研究科 特任教授・工学博士

（公財）人と防災未来センター 上級研究員
首都大学東京名誉教授



阪神・淡路大震災以降に発生した地震災害

発生日６ 地 震 Ｍ 震度
死 者

（関連死）
負傷者 全壊全焼 半 壊

1995.1.17 阪神・淡路大震災 7.3 ７
5,502人

（935人）
43,792人 111,941棟 144,274棟

2000.10.6 鳥取県西部地震 7.3 6強 0人 182人 434棟 3.094棟
2001.3.24 芸予地震 6.7 6弱 2人 287人 69棟 749棟
2003.7.26 宮城県北部地震 6.4 6弱 0人 677人 1,276棟 3,809棟
2003.9.26 十勝沖地震 8.0 6強 2人 849人 116棟 368棟

2004.10.23 新潟県中越地震 6.8 ７
15人

（53人）
4,805人 3,184棟 13,810棟

2005.3.20 福岡西方沖地震 7.0 6弱 1人 1,204人 144棟 353棟
2007.3.25 能登半島地震 6.9 6強 1人 356人 686棟 1,740棟
2007.7.16 新潟県中越沖地震 6.8 6強 15人 2,346人 1,331棟 5,709棟
2008.6.14 岩手･宮城内陸地震 7.2 6強 23人 426人 34棟 146棟
2008.7.24 岩手県北部の地震 6.8 6弱 1人 211人 1棟 0棟
2009.8.11 駿河湾の地震 6.6 6弱 1人 319名 0棟 6棟

2011.3.11 東日本大震災 9.0 7 19,272人
（1632人）

6,179人 129,189棟 254,238棟



３つの震度7の地震災害が示す

日本の地震災害の全貌

• 阪神・淡路大震災 ＜都市直下災害＞

• 都市施設・建物の震動災害

• 地震火災は軽微、情報社会以前の現代都市

• 新潟県中越地震 ＜高齢社会災害＞
• 日本の国土の70％を占める農山村地域の被災

• （超）高齢社会の震災、孤立化する集落

• 東日本大震災 ＜津波・広域巨大複合災害＞
• 島国日本の海岸線34,000kmの沿岸地域を襲った巨大

津波災害



３０年以内に
震度６弱以上の地震に
みまわれる確率 ２０１０

全国どこで起きても不思
議ではない

Ｍ７クラスの直下地震

東
日
本
大
震
災

広
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巨
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Ｍ
９
．
０

東海・東南海・南海地震
広域巨大複合災害? Ｍ９．０?

首都直下地震
スーパー都市災害

Ｍ７．３?

０% ０.１% ３% ６% ２６% １００%



地震被害は、その場所の震度と市街地状況
及び発生時の条件と災害対応・復興で決まる

地
震

地震動
(震度)

地盤破壊（液状化・盛土崩壊･斜面崩壊など）

建物の震動被害
人的被害

（死亡・負傷）

出火 市街地大火

交通施設の被害・停止 帰宅困難

ライフライン施設被害・停止

避難者の発生

トイレ不足な
ど生活支障

生産機能・経済活動の低下 直接的経済損失

地震発生時の条件
①季節･曜日・時刻
②気象条件（風速）
市街地状況
③地形･地盤
④建物建築年次
⑤建物構造･用途
⑥人口分布

津波の発生

生産機能・経済活動の復興の遅れ 間接的経済損失



東京湾北部直下地震
(M7.3)深さ約30km

建物全壊：１９５，０００棟
建物全焼：６５０，０００棟
直接死者： １１，０００人



全壊・全焼建物（棟） 死 者 数（人）

揺れ
液状化

急傾斜
地崩壊 火災 合計

倒壊
落下物

急傾斜
地崩壊 火災 合計

茨 城 1,400 10 － 1,400 － － － －

栃 木 － － － － － － － －

群 馬 40 － － 40 － － － －

埼 玉 16,200 100 69,000 85,000 220 － 500 700
千 葉 24,900 800 86,000 110,000 460 50 700 1,200
東 京 117,800 4,200 410,000 530,000 2,700 400 4,700 7,800
神奈川 23,800 6,900 86,000 120,000 400 400 300 1,200
山 梨 50 － － 50 － － － －

静 岡 － － － 10 － － － －

合
計

被害 183,000 12,000 650,000 850,000 3,900 900 6,200 11,000
比率 22% 1% 77% 100% 35% 8% 57% 100%

都県別に見た「東京湾北部地震」の被害想定（内閣府）

阪神淡路大震災の建物被害を＜１Ｈ＞とすると、
東京５Ｈ、神奈川１Ｈ、千葉１Ｈ、埼玉０．８Ｈである。



東海･東南海･南海
地震（2012）

首都直下地震
（2005想定）

東日本大震災
（2011）

阪神・淡路

大震災 （1995）
震 源 南海トラフ 東京湾北部 日本海溝 淡路島～宝塚

地震の規模 M9.0（陸側） M7.3 M9.0 M7.3
風 速 8m/秒 15m/秒 － 3m/秒
時期・時刻 冬 冬18時 冬14時46分 冬5時46分
人的

被害

死者 320,000人（深夜） 11,000人 19,200人 5,502人
負傷 ー 人 200,000人 6,000人 44,000人

建物

被害

全壊 1,632,000棟
（津波146千棟）

200,000棟 129,200棟 105,000棟
半壊 － 254,200棟 144,000棟

焼失棟数 750,000棟(夕刻) 650,000棟 － 7,432棟
避 難 者 （9,000,000人） 7,500,000人 470,000人 320,000人
帰宅困難者 － 6,500,000人 － (出勤困難)
経済被害 ？兆円 首都圏112兆円 推計23兆円 直接被害10兆円

被害は阪神・淡路大震災も東日本大震災も大きく上回る !!

阪神大震災・東日本大震災に続く広域巨大災害



被害想定する基本シーン（季節時刻）

シーン設定 想定される被害の特徴

基
本
シ
ー
ン

①冬、

朝 5時

・ 兵庫県南部地震と同じ発生時間帯
・ 多くの人々が自宅で就寝中に被災するため、家屋倒壊による圧死者

が発生する危険性が高い。
・ オフィスや繁華街の屋内外滞留者や、鉄道・道路利用者は少ない。

②冬、

昼12時

・ オフィス、繁華街、映画館、テーマパーク等に多数の滞留者が集中し
ており、店舗等の倒壊、落下物等による被害拡大の危険性が高い。

・ 住宅内滞留者数は、1日の中で最も少なく、老朽木造家屋の倒壊によ

る死者数はシーン①と比較して少ない。

③冬、

夕18時

・ 火気器具利用が最も多いと考えられる時間帯で、これらを原因とする
出火数が最も多くなるケース

・ オフィスや繁華街周辺、ターミナル駅では、帰宅、飲食のため多数の
人が滞留

・ ビル倒壊や落下物等により被災する危険性が高い。
・ 鉄道、道路もほぼラッシュ時に近い状況で人的被害や交通機能支障

による影響拡大の危険性が高い。



東京都の新被害想定と想定震度の分布予測東京都の新被害想定と想定震度の分布予測
東京湾北部地震（M7.3） 多摩直下地震（M7.3）

元禄型関東地震（M8.2） 立川断層帯地震（M7.4）



東京湾北部地震の想定震度分布



木造建物の分布木造住宅密集市街地の建物密度は７０～９０棟／ｈａ。
下記は250ｍ四方（6.25ha）で、440棟～560棟となる。
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西宮市のプロット
　赤：旧築年（S36以前）
　緑：中築年（S37～S56）
　青：新築年（S57以降）

旧築年

中築年

新築年

紫：米子市・境港市・呉市のプロット

木造建物全壊率（軟地盤：阪神大震災時の西宮市データ）

（１）建物倒壊に関する被害想定

旧築年 1962年以前
中築年 1980～1963年
新築年 1981年以降

震度５強 震度６強 震度７震度６弱



東京湾北部地震における
全壊建物棟数の分布（揺れ）

全壊棟数
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出火
の
日時

1月17日5時46分
18日 19日

20～
26日 合 計～6

時
6～8
時

8～12
時

12～24
時

件数 ８７ ５４ ４２ ２２ ２１ ２０ ３９ ２８５

阪神淡路大震災における火災

出火
原因

電
気
関
係

ガ
ス
関
係

火
種
関
係

石
油
関
係

灯

火

そ
の
他

不

明

合

計

件数 ８５ １３ １２ ６ ５ １８ １４６ ２８５



想定出火率の比較

東京湾北
部地震

多摩直下
地震

元禄型関
東地震

立川断層
帯地震

東
京
都

811 544 522 308
区
部 754 270 400 43 
多
摩 56 274 152 265 



東京湾北部地震における焼失棟数分布
（冬18時 風速8ｍ/s）（火災）



東京湾北部地震（2012：M7.3・18時・風速8m)
倒壊と焼失で１万棟を超える11区

区名 全棟数 全壊棟数 焼失棟数 全壊･焼失 全損比

大 田 １４４,１８０ １１,１０８ ２９,７９２ ４０,９００ ２８.４%

杉 並 １２３,２１３ ３,６９２ ２２,３３９ ２８,２７２ ２２.９%

世田谷 １８５,６４５ ６,０７４ ２１,７２７ ２７,８０１ １５.０%

品 川 ７６,３０１ ５,２８１ ２０,０９５ ２５,３７６ ３３.２%

足 立 １４３,３２７ １０,０８２ １５,００７ ２５,０８９ １７.６%

江戸川 １２１,９１８ ８,７４４ １３,９１０ ２２,６５４ １８.６%

葛 飾 １０６,７８４ ７,４４６ １０,３６２ １７,８０８ １６.７%

墨 田 ５７,８７０ ９,９０２ ７,７５５ １７,６５７ ３０.５%

目 黒 ６４,４８５ ２,５３８ １０,７９５ １３,３３３ ２０.７%

荒 川 ３８,５２１ ７,２１７ ４,４９２ １１,７０９ ３０.４%

江 東 ５１,９８６ ８,０１０ ２,９９７ １１,００７ ２１.２%



阪神淡路大震災時に救助した割合

救出した人 被救出者の割合
親戚 4%
家族 4%

近所の人 64%
その他 14%
消防 14%

（出典）宮野・村上ら（1996）「1995年兵庫県南部地震による人的被害 その5．神戸市東灘区

における人命救助活動に関する聞き取り調査」日本建築学会大会学術講演梗概集

1/17 1/18 1/19 1/20 1/21～2/10 合計

救助人員 604 452 408 238 190 1,892

生存者 486 129 89 14 15 733

死亡者 118 323 319 224 175 1,159

80.5% 28.5% 21.8% 5.9% 7.9% 38.7%生存救出者率

消防団による救出状況

（出典）阪神・淡路大震災―神戸市の記録 1995年―（平成8年1月 神戸市）



閉塞可能性があるエリア
(東京湾北部地震)・図上の路線図は

緊急輸送道路



相互に連携するライフラインの被災

上水道

ガ ス

電

気

通

信
下水道



上下水道の被害率の高い区
～東京都･東京湾北部地震の被害想定(2012)から～

区 名
上水道 下水道

区 名
上水道 下水道

断水率
管きょ
被害率

断水率
管きょ
被害率

墨 田 区 79.6 30.7 千代田区 52.0 28.8
江 東 区 76.5 27.9 品 川 区 46.2 28.7
葛 飾 区 71.2 29.7 港 区 44.5 28.0
江戸川区 71.2 27.4 目 黒 区 40.1 30.3
中 央 区 68.5 29.5 文 京 区 38.5 29.6
大 田 区 67.9 30.3 渋 谷 区 37.8 31.1
台 東 区 61.1 31.7 新 宿 区 34.3 28.0
荒 川 区 58.3 30.3 北 区 32.6 26.0
足 立 区 52.7 27.4 区 平 均 45.0 27.1



電気・固定電話・ガスの被害率の高い区
～東京都･東京湾北部地震の被害想定(2012)から～

区 名
電気 電話 ガス

区 名
電気 電話 ガス

停電
率

不通
率

遮断
率

停電
率

不通
率

遮断
率＊

墨 田 61.8 19.6 100.0 渋 谷 27.9 11.0 100.0
台 東 52.3 7.3 100.0 目 黒 26.4 18.4 100.0
荒 川 48.7 15.1 100.0 江戸川 25.2 11.6 100.0
品 川 47.4 35.0 100.0 葛 飾 24.5 10.9 100.0
江 東 43.4 7.6 100.0 足 立 24.3 11.2 99.4
中 央 40.5 2.0 100.0 港 23.4 1.9 100.0
大 田 36.8 23.9 100.0 新宿 20.5 4.6 100.0
千代田 31.5 1.3 100.0 世田谷 19.4 12.7 100.0
文 京 30.2 7.6 100.0 区平均 24.9 10.0 88.7
＊ガスは、低圧ガス支障率で、ブロック内の１／３が60カインを超えるケースのもの



携帯電話の不通率
（東京湾北部地震、冬18時、風速８ｍ）



東日本大震災時の通信回線の輻輳発生状況
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既往震災のライフラインの復旧日数
項目 阪神・淡路大震災 東日本大震災

電 気
 停電約260万戸
 倒壊家屋等を除き発災6日後

復旧完了

【東北電力管内】
停電約466万戸(3/11)
発災後3日で約80％の停電を解消
発災後8日で約94％の停電を解消

固 定
電 話

 交換機系：約28万5千回線不
通1日後復旧完了

 加入者系：約19万3千回線不
通14日後に復旧完了

 不通約100万回線（3/13）
 発災後約１週間で約80％の不通を解消（4/20

約20万回線）
 発災後約2週間で約90％の不通を解消（4/26約

10万回線）

都 市
ガ ス

 供給停止戸数約84万5千戸
 倒壊家屋等を除き発災85日

後に復旧完了

 供給停止約46万戸
 発災後約１カ月で約80％の供給停止を解消

（4/15約10万戸）
 発災後約２カ月で約90％の供給停止を解消

（5/4約6万戸）

上水道
 断水約127万戸
 発災42日後に仮復旧完了
 発災91日後に全戸通水完了

 断水約160万戸（1週間後：3/17）
 断水約30万戸（3週間後81%：3/31）
 断水約10万戸（6週間後94%：4/20）

下水道

 被災管きょ総延長約180km
（兵庫県）

 発災42日後に仮復旧完了
 発災94日後に全戸通水完了

 被害管路延長約960km
 震災当初稼働停止処理施設48箇所のうち、津

波等で約3カ月後も18箇所が停止（6/6現在）



都内のゼロメートル地域
※満潮時の海水面以下の場所

※図の桃色の部分

【面積】

区部東部を中心に約１２４㎢
（区部全体面積の約5分の１）

【人口】

該当地区の人口：約１５０万人
（区部全体の人口の約6分の１）

都内のゼロメートル地域等の概要

○都内の水門：５０箇所

○都内の陸こう：６０箇所



●津波・高潮に関する被害想定①
元禄型関東地震（M8.2）

この想定津波高であれば
高潮対策で整備している
堤防・水門で対応可能

江戸川区最大津波高
2.11m

東京湾埋立地最大津波高
2.06m

江東区最大津波高
2.55m

中央区最大津波高
2.51m

港区最大津波高
2.47m

品川区最大津波高
2.61m

大田区最大津波高
2.27m

1.4

1.4

1.6

1.6

1.6

1.6

1.6

1.8

2.0

津波の高さ
（初期潮位基準）

海岸堤防

津波の最大水位

地震後の地形

地震前の地形

浸水深

地盤の隆起・沈降量

真の津波
の高さ

初期潮位（H.W.L.）

地震直後の初期潮位



阪神･淡路大震災で崩壊した新淀川堤防

（アサヒグラフ95.2.1）



元禄型関東地震
（M8.2）

水門開放時

（行谷ほか(2011)のモデル）



東京都の新しい被害想定(2012)
被 害 項 目 東京湾北部地震 多摩直下地震 元禄型関東地震 立川断層地震

人
的
被
害

死 者 人 ９，７００ ４，７００ ５，９００ ２，６００

原 因
別

揺れ 人 ５，６００ ３，４００ ３，５００ １，５００

火災 人 ４，１００ １，３００ ２，４００ １，１００

負 傷 者
(うち重傷者) 人

１４７，6００
（２１，９００）

１０１，１００
（１０，９００）

１０８，３００
（１２，９００）

３１，７００
（４，７００）

原 因
別

揺れ 人 １２９，９００ ９６，５００ ９８，５００ ２７，８００

火災 人 １７，７００ ４，６００ ９，８００ ３，９００

物
的
被
害

建物被害 棟 ３０４，３００ １３９，５００ １８４，8００ ８５，７００

原 因
別

全壊 棟 １１６，２００ ７５，７００ ７６，7００ ３５，４００

焼失 棟 １８８，１００ ６３，８００ １０８，１００ ５０，３００

避難者（一日後） 人 ３３９万 ２７６万 ３２０万 １０１万

帰宅困難者 人 ５１７万 ５１７万 ５１７万 ５１７万



千代田区の被害
（東京湾北部地震、冬18時、8m/s）

夜間人口 47,115人 出火件数 １４ヶ所 避 難 者 11,076人

昼間人口 853,382人 焼失棟数 ２棟 滞 留 者 1,080千人

木造建物 3,629棟 死 者 ２７３人 帰宅困難者 501千人

非木造建物 15,380棟
死

因

建物被害 ２７１人 ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ閉込め 645人

震度６強 96.8% 急傾斜地 １人 自力脱出困難 3,563人

全壊建物 ８３５棟 火 災 １人 震災ガレキ 60万ﾄﾝ

木造 ４６１棟

(12.7%)
屋内家具 １３人 要援護者の死亡 ７人

負 傷 者 10,364人 重 傷 者 1,355人

非木造 ３６２棟

(2.4%) 原

因

建物被害 10,333人
原

因

建物被害 1,347人

火 災 20人 火 災 6人

液状化 ４棟 屋外・他 12人 屋外・他 3人

急傾斜地 ７棟 家具(参考) (525人) 家具(参考) (114人)



震災対策は事前に行う被害軽減が基本

①＜防災＞「直接被害（一次）」を軽減する予防対策

(1)耐震補強・不燃化・家具固定など防災いえづくり

(2)延焼遮断帯・避難場所・拠点施設など防災都市づくり

②＜減災＞「直接被害（二次）」を軽減する災害対応対策

(3)災害対応のための防災まちづくり

密集市街地で細街路拡幅・防災公園・貯水槽の整備

などの災害対応活動空間の確保の防災まちづくり
(4)災害対応活動のための防災訓練と備蓄

消火･救出･救助訓練・発災対応型訓練・防災備蓄

③＜復興＞「間接被害」を軽減する復旧対策・復興対策

(5)復旧対策・復興計画など事前復興対策



震災被害の軽減方策の構成

●第１の軽減：災害予防「防災」
・耐震（改修）技術、
・不燃化・難燃化（改修）技術
・既存ストックの被害軽減技術

●第２の軽減：災害対応「減災」
・災害対応活動空間整備技術
・災害対応活動支援技術

●第３の軽減：復旧･再建「復興」
・被災建物等応急復旧技術
・被災施設復旧（復興）技術
・都市復興技術
・生活復興技術

防災まちづくり
防災都市づくり

復興まちづくり
復興都市づくり

災害
復興

事前
復興



（１）防災都市づくり推進計画（1998/2003/2009）

整備地域･重点整備地域

延焼遮断帯

《防災上危険な市街地の優先的整
備》
目標：平成37年度 不燃領域率70%

■整備地域
(28地域、７,０００ha、１70万人)：

修復型事業、規制誘導策

■重点整備地域（11地域、2,400ha）：
上記ほか、基盤整備事業 等

■木造密集市街地
24.000ha →

16,000ha



（２）減災対策：被害の拡大防止

★防災都市づくりは未完：量的被害は免れない！

★大都市ほど個人の自助・地域の共助が不可欠！

• 消防活動：東京都８１１件の出火に対して消防車は不足

→ 消防団・住民・企業の初期消火・延焼阻止活動

• 救出救助活動 → 近隣住民・企業による救出救助

• 救急医療活動 → 行政の広域的支援・後方医療活動

• 広域避難 → 広域避難計画は周知されているか？

• 避 難 所 → 避難所が足らない？

• トイレ問題 → 携帯トイレで個人でも対応できるが？

• 備蓄問題 → 個々の区民･都民の自立的備蓄を

• 帰宅困難と滞留者対策 → 安否確認で安心滞留



首都直下地震では、他からの助けを期待できず、
被災者が自立し、地域で共助しなければならない

☆日本の人口・・・・・・・・・・・・・・・ １２７００万人
＊中越地震の被災地人口 ・・・・・・・・ ３５万人

被災地人口：支援人口 ＝ １：４００
＊阪神淡路大震災被災地 ・・・・・・・ ３５０万人

被災地人口：支援人口 ＝ １：４０
＊東日本大震災の被災地人口・・・・ ７５０万人

被災地人口：支援人口 ＝ １：１６
☆首都直下地震の被災地人口は・・・２５００万人

被災地人口：支援人口 ＝ １：４
☆南海トラフ地震の被災地人口は・・・３２００万人

被災地人口：支援人口 ＝ １：３



帰宅困難者とは （定義：中林1985）

★そもそもは、多摩の帰宅困難居住者を問題にした。

被災した出先からの帰宅距離

０km １０km ２０km

帰
宅
困
難
者
出
現
率

０％

１００％

徒歩帰宅可能者

帰宅困難者

＊1978年宮城県沖地震時の被災者行動調査（科学技術庁）に基づいて概念定義したもの



＜帰宅困難者＞ 3月11日の国道15号品川駅付近（警視庁撮影）

東日本大震災では都内で約352万人、首都圏で約515万人の帰宅困難者が発生
（東京都の帰宅困難者対策の基本的考え方（平成24年1月13日）より。推計値）

東日本大震災時の帰宅困難者



東日本大震災、その時「東京」は？

• 全壊建物 15棟 半壊建物 117棟
• 出火 31件（全てボヤで初期消火）

• 死亡 7人 負傷者 201人

• 首都圏全域で、「安全確認のため」鉄道
は停止され、安全確認に長時間を要した。

★「帰宅困難のみが、発生した！

本番では、火災、建物倒壊、液状化・・・？？



地震災害に脆弱な木造密集市街地に取り囲
まれている都市・副都心区域

延焼火災や
建物倒壊により
帰宅の道が

通行危険になる

液状化と倒壊に
より、帰宅の道が
通行困難になる



東京都の帰宅困難者等の推計（千人）
10～20

km 20km～
帰宅困難

者
その他

外出者
滞留者
総数

東京都 １，１５４ ３，５６０ ４，７１４ ９，１６１ １３，８７５

区 部 ９２８ ２，８６３ ３，７９１ ６，８４４ １０，６３５

多摩部 ２２６ ６９７ ９２３ ２，３１７ ３，２４０

屋内被災者 屋外被災者 待機人口 滞留場所不明者 総 計

東京都 ８，１８８ １，１８０ ３，８７４ ６３２ １３，８７６

区 部 １，４８８ ８６７ ２，５９３ ４７５ １０，６３５

多摩部 ６，７００ ３１４ １，２８１ １５７ ３，２４０

＊首都圏以外から東京を訪問している人口は、４６万人。
＊首都圏の帰宅困難者４７１万人＋首都圏外からの46万人で、帰宅困難者は５１７万人

＊屋内被災者：滞留目的が、業務･学校で、発災時に屋内にいる。
＊屋外被災者：滞留目的が、私用・その他不明で、発災時に屋外にいる。
＊待機人口：滞留目的が、自宅かあるいはその周辺に滞留している。



主要ターミナル駅の滞留者等の推計(2012)

(千人)
駅周辺
滞留者

待機人口
滞留場所
不明人口

滞留者総数

東 京 駅 ４７７ ３ ７２ ５５２

新 宿 駅 ３１５ １６ ２６ ４０８

渋 谷 駅 １８１ １２ １５ ９７

品 川 駅 １５５ １７ ７ １７８

池 袋 駅 １０２ １８ ２８ １４８

上 野 駅 １０７ １８ １１ １３５

蒲 田 駅 ５６ ２５ １６ ９７

立 川 駅 ６５ １４ ３ ８２

町 田 駅 ３８ １９ ２ ５９

八王子駅 ４０ １５ ３ ５８

北千住駅 ３０ ２４ ３ ５８



平日昼間の地震では、家族ばらばら？

• 3月11日の地震では、どうした?
• 家族の安否：家族の安全が確認できたか？
• 安否確認：171伝言ダイヤル（800万件）

携帯メール（4000万件）

• 帰宅困難者：帰れなかった人?帰りたくなかった人?
• 「安全」を確認するには、「安全」が確保されていないと

①自宅の耐震性は十分か

②災害にどのように備えているか

③隣近所・街は大丈夫か



帰宅困難時にほしい情報
（東京都：防災に関する世論調査2006)

①家族・親戚・知人の安否 ７８．７％

②自宅周辺の被害・火災の状況 ７５．８％

③自分のいる現在地の被害や火災の状況 ６１．２％

④水や食料の入手方法 ４９．７％

⑤交通機関の運行・復興状況 ３３．３％

⑥避難場所の情報 ２７．５％

⑦ライフラインの被害情報 ２５．３％

⑧火災発生や建物倒壊などの被害状況 ２４．６％



すぐには帰ってこない家族の安否を確認し
て、地域での災害対応を行うには

災害伝言ダイヤル
「１７１」

８００万件 ＊容量不足

（固定電話）

４８時間

災害伝言板
「ショートメッセージメール」

４０００万件 ＊メールができる

（携帯電話）

４８時間

ＷＥＢ１７１
（インターネットメール）

５億件

（携帯電話／パソコン）

４８時間

企業／官庁向け

安否確認システム

E-mail、携帯電話、
PHS、一般電話、Fax等

ラジオによる

（ニッポン放送）

登録している学校／ビ
ルの安否情報の放送



徒歩帰宅・究極対策の効果

徒歩帰宅の究極対策
・１／２が翌日帰宅（買い物客を除く）
・帰宅経路の混雑情報等が利用可能（完全情報）
・建物の耐震化・不燃化で、建物被害の支障がない
・安否確認の迅速化（６時間以内に完全取得）



帰宅困難者対策の基本的考え方
（一部中林一樹修正）

（１）一斉帰宅の抑制

企業・学校等での「一斉帰宅抑制の基本方針」策定

（２）一時滞在施設の確保

都立施設等の指定、民間事業者等への協力要請

（３）迅速な安否確認

安否確認システムの改善・開発と周知

（４）情報通信基盤の整備、情報提供体制の充実

（５）帰宅支援の充実
代替輸送の体制整備、災害時帰宅支援ステーション
の拡充



企業の問題としての徒歩帰宅問題

• 企業の従業員の問題、顧客の問題。

• 企業の対応として、

①一晩滞留する空間の確保

テナントビルとしての共助の取り組みを

業務地区としての共助の取り組みを

②1～２日活きるための備蓄・・・水・食料・トイレ・・

備蓄倉庫も、地震後の運搬配布業務もなくす
には、「事前に従業員に配って、自己管理」

• 滞留することで、その日に、ＢＣＰ展開が可能



ヒュｰマン
ウエア

ハード
ウエア

居住者
地域社会

ソーシャル
ウエア

NPO･NGO
専門家

基礎
自治体

防災・復興
まちづくり
推進構造

市民力地域力

行政力



ヒュｰマン
ウエア

ハード
ウエア

住民
企業

ソーシャル
ウエア

地域社会
産業社会

自治体
国家政府

防災・復興
まちづくり
基本構造

共助自助

公助



まとめー地域に防災力をつける協働のまちづくり

市民力（自助・共助）
（家づくり）

（防災設備づくり） （人づくり）

（水・みどりづくり） （組織づくり）

ハード ソフト

（物的防災力） （人的防災力）
（道づくり） （ルールづくり）

（広場づくり） （計画づくり）

（施設づくり）

行政力（公助）



切迫する首都直下地震を迎え撃つ防災まちづくり



「命を守る１０項目」の実践で、我が家の安全を

① 寝室には家具を置かない

② 寝室に家具を置く場合は、家具の向きを変えて、
ベッドの上に倒れないようにする

③ 出入り口を塞がないように家具の配置を工夫する

④ 空き部屋に納戸を造り、家具を集める

⑤ 各部屋の「内履き」を準備しておく

⑥ 消火器は「邪魔になるところ」に置いておく

⑦ 飲み水、食料の３日間分を確保しておく

⑧ 隣近所とのつきあいを大事にしておく
⑨ 1981年以前の住宅では、耐震診断をしてみる

⑩ 自動車１台分の費用で、「確実に命を守るための
耐震改修」が出来る



「安全な徒歩帰宅のための心得」10箇条

①耐震補強、家具の固定で家族は安全、職場も安全

②１７１、携帯メール伝言板、複数の安否確認一安心

③職場にも、１日分の水・食料

④正確な情報収集、落ち着いて

⑤慌てず、騒がず、時差帰宅

⑥日頃から、帰宅経路をシミュレーション

⑦携帯も、ラジオも、必ず予備電池

⑧助け合い、励まし合って徒歩帰宅

⑨スニーカー、小さなリュックに介護オムツと傘入れて

⑩途中での支援に感謝、無事帰宅



“我が家”で生き抜く「防災拠点」とは

• 「マイカー」は、我が家の防災拠点

• ハイブリッドなら、なお力強い防災拠点

• 電源車：コンセントの付いているワゴン車も

• 情報拠点：ラジオ・テレビ、照明、冷・暖房

• プライベートの確保：着替え・授乳・就寝・・・・・血
栓症には要注意

• トランクルームは防災倉庫：水・食料・テント・バー
ベキューセット・ブルーシート・ロープ・キャスター・
毛布・着替え・シューズ・ヘルメット・・・・・



災害時ほど「食事」が大切
• 避難所で災害を乗り越え、

復興に向かう原動力は「食」にある。

• 「兵糧なくして、戦には勝てない」

• 震災関連死も「食」に根本問題がある？

• 備蓄の第一は、「水」と「食事｣だが

• どのように｢食を備蓄」するのか？

• どのように被災地で「食事を調理」するか？

• 食べれば出るのは、力と・・・・・トイレ！



自助のススメ③

災害時の「食」を確保する毎日の暮らし方
• 「食」は水・食材・熱・調味料・調理具・食器・環境

• 自宅にあるもので、何日、食べられますか。

チェック① 水を、何日分確保できているか

チェック② 食材は、何日分確保できているか

チェック③ 代替エネルギーは、あるか

チェック④ 鍋・釜は、あるか

チェック⑤ 調味料は、確保できているか

チェック⑥ 食器を、確保しているか

チェック⑦ 気持ちよく食事ができるか



水を、何日分確保できているか

• 災害時の「水」

①飲料水・・・・・・３日分の確保を

・冬でも大人一人１．５リットル／日

・夏なら、３リットル／日

・４人家族で６～１２リットル×３日

＝１８～３６リットル

＊２リットルのペットボトルで６本入り二箱

②生活用水・・・・・トイレ水、洗い水、・・・

＊２０リットルのポリタン２個に水道水を

＊風呂水は、溜め置く



食材は、何日分確保できているか

• 冷蔵庫に、どんな食材がありますか。

• コンビニを、あなたの冷蔵庫にしていませんか。

• そのままで食べられる食材、加熱が必要な食材、
水が必要な食材、水がなくてもよい食材

• 冷蔵庫は、あなたの備蓄倉庫。氷は飲み水。

• 賞味期限の長い食材（新しいもの）を買う。

• 賞味期限の短い食材（古いもの）から食べる。

• 冷蔵庫の全面に古いものを、新しい食材は奥に
入れる。



代替エネルギーは、あるか

• ガスも電気もなくなったときに、あなたの冷蔵庫の
中の、何が食べられますか。

• ガスは最大3ヶ月、電気は最大1週間は途絶。

• 最低3日間は、ガスも電気も無いので備えを。

• 鍋物用の携帯ボンベ（コンロ）が役に立つ。

• 電気コンロは、電気回復とともに役に立つ。

• アウトドア－グッツ（携帯バーナー・バーベキュー
セット）は役に立つ。

• 都市では、ガレキが薪はなるのだが・・・。



鍋・釜は、あるか

• 電気温熱用のみの調理具ではなく、直火で
煮炊きできる、鍋や釜はあるか

• 炊き出し用の大きな鍋・釜・ヤカンは、自治会
で用意しておく

• 煮炊きの訓練として、記念日には「災害時を
想定した調理」をやってみる。

• 誕生日、結婚記念日、防災の日、など日を決
めて｢電気・ガスを止めて、調理してみる。（我
が家の防災訓練をしてみる。）」



食器を、確保できるか

• 食器棚を壁に固定し、扉にフックを付けよう。

• 食器が割れて、散乱して、足を怪我しないよ
うに。災害時に足の怪我は大変！

• 食器を失わず、マイ箸、マイ茶碗で、いつもの
ように食事して、元気を出そう！

• 洗う水がないので、食器を汚さないように
ラップ・フィルムを用意して

• そして、ラップは寒い時には暖房着にもなる



非常食を如何に日常食に近づけるか

• 日常食とは一人ひとりで違う

①ライフサイクル・フードスタイル
乳幼児 → 児童 → 大人 → 高齢者

ミルク･ほ乳瓶／スプーン／質より量?／暖・柔

②パーソナル・フードスタイル

• 食物アレルギー・・・・そば、小麦、乳製品、・・・

• 慢性疾患・・・・高血糖、高血圧、・・・・・・

• 入れ歯・・・・・無くすと咀嚼できず栄養失調も・・

• 傷病者・・・・・食事制限者も少なくない・・・・



災害を悲観的に予想し、
楽観的に備える

切迫する首都直下地震に対して
私たちに最も重要なことは
「怖がりすぎる」ことではなく、
「侮ること」でもなく、

「正しく怖がる余裕」である！



防災達人テスト・防災コミュニティテスト



想 定 以 上

想定外

想定以下＝内

想定内

「想定外」とは防災できない事態！

（対応対策が）
想定できない



「想定外」を乗り越え、復興させる
「自治体・地域の防災力」とは

• 「国土」「地域」「コミュニティ」に復元力
（レジリエンス：この街に住み続けたいと
いう愛着）を培う、日常のまちづくりを！

• 防災力の向上に、二つの「そうぞう力」を

①「想像力」

②「創造力」



ご静聴ありがとうございました

中林一樹
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